










川崎病が報告されて以来 20 年近くがたち,主として乳幼児期に発病した子供達も次々と学

齢期や思春期に達っしており,冠動脈瘤など心臓障害を有する子供の学校や家庭での生活

指導が重要な問題となっている。今回,私共は川崎病による心臓障害を有する子供とその家

族の立場を理解し,把握する目的で,生活実状調査を行なったので報告する。 


